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研究成果の概要（和文）：介護士のコミュニケーションスキルアッププログラムを実施した結果，

介護士は利用者の認知・コミュニケーション能力に応じて，適切なコミュニケーションスキル

を習得する傾向にあった．しかし，そのスキルの定着は時間的な変化もみられ，介護士の意識

が関わっていることが示唆された．一方，介護士が利用者と個別のコミュニケーション時間を

確保することにより，自分のコミュニケーション方法を見直したり，利用者についての新たな

情報を得る場となり，個別のコミュニケーション時間を確保することの重要性が示された． 

 

研究成果の概要（英文）：As a result of a practical communication skills improvement 

program for care givers, the communication skills of all caregivers improved with regard to 

matching the cognitive and communication ability of the residents. However, it was 

suggested that the establishment and maintenance of the skills may be difficult, depending 

on the care giver's condition with regard to communication skills. On the other hand, it was 

shown that the individual communication time is very important to reviews of caregivers' 

communication skills by themselves, and to obtain new profiles of the residents. 
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１．研究開始当初の背景 

介護保険サービスを利用する高齢者と介護

士のコミュニケーションは，介護の質を向上

させるためには大変重要である．しかし，利

用者の多くは認知症や聴力障害，失語症など
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様々なコミュニケーション障害を有してい

る． 

 そこで，利用者と質の高いコミュニケーシ

ョンをとるためには，介護士が個々の利用者

の認知・コミュニケーション能力に応じたコ

ミュニケーションスキルを習得しているこ

とが必要となる．しかし，研究開始当初は，

高齢者介護に対する一般論的なコミュニケ

ーションスキルについては述べられていた

が，個々の利用者の認知・コミュニケーショ

ン能力に応じた，コミュニケーションスキル

を習得するための具体的な支援方法はほと

んどみあたらなかった． 

 

２．研究の目的 

 本研究では，介護士が利用者の認知コミュ

ニケーション能力に応じたコミュニケーシ

ョンをとれるよう，コミュニケーションスキ

ルアップを支援するためのプログラムを開

発することを目的とする． 

 また，コミュニケーションスキルアッププ

ログラム試行の過程で得られる介護士の感

想や，利用者から得られた情報などにも着目

し，介護士と利用者との個別のコミュニケー

ションをもつことの意義を検証する． 

 

３．研究の方法 

（１）対象者：A 介護老人保健施設に入所し

ている認知症のある高齢者２名（以下，利用

者 A，B）と介護士４名（以下、CW A,B,C,D）．

利用者の選択は，パソコンのモニターを注視

でき，ある程度の会話が可能な方，介護士は

会話場面設定日と勤務日が合う方を施設の

担当者に依頼した． 

 利用者 A は 80 歳代，Mini-Mental State 

Examination(MMSE)が 16/30 点，利用者 B

は 90 歳代，MMSE13/30 点.介護士は，20

歳代から 40 歳代，介護歴は２～20 年以上で

介護福祉士などの資格を有する女性． 

 なお，本研究の協力者にはすべて個別に研

究目的，協力内容を口頭および紙面で説明

し，署名にて同意を得た．認知症のある利用 

者に対しては，施設の責任者より説明を行

い，ご家族からも同意を得た． 

 

（２）実施方法：利用者 A と CW A, B ，利

用者 B と CW C, D の４ペアに，１回約 30

分の会話場面を５回設定した．会話には，介

護士のコミュニケーションスキルアップを

目的に開発した「会話素材提供プログラム」

（坊岡ら，2005）の静止画と動画を提示した．

会話は，提示した素材を活用しながら自由に

すすめてもらった．会話は全て，ビデオに録

画した．会話場面は言語聴覚士（以下，ST）

が支援を行う前に２回（Pre-1，Pre-2），支

援後３回（Post-1，Post-2，Post-3）設定し

た．会話場面の設定時期は，Pre-１実施後約

２週間目に Pre-2 を，初回の支援実施後約４

週間目に Post-1 を，その後約７週間目に

Post-2，その約６ヶ月目に Post-3 を実施し

た． 

 支援の内容は，ST から介護士に利用者の

認知・コミュニケーション能力評価に基づく

会話時の留意点と，会話場面の観察により，

習得できているコミュニケーションスキル

と今後の課題を助言．さらに，介護士 A，B

には，コミュニケーションスキルアッププロ

グラムの一環で開発した「コミュニケーショ

ンスキル評価票（５件法，18 項目）」（坊岡

ら，2004）を用いて，録画した会話場面をみ

ながら自己評価をしてもらった．なお支援は

Post-1，Post-2，Post-3 実施後毎回実施した． 

 
４．研究成果 
（１）コミュニケーションスキルアップ効果    

 介護士のコミュニケーションスキルの評

価を第三者評価として，B 介護老人保健施設

の介護士２名（CWa，CWb）と ST２名（STa，



STb）に依頼した．CWa は介護歴７年，CWb

は介護歴 10 年の男性，STa は ST 歴 7 年，

STb は ST１年目の女性．方法は，録画した

会話場面をランダムに並べて DVD にコピー

し，会話の様子を観察しながら「コミュニケ

ーションスキル評価票（５件法，18 項目）」

を用いて実施してもらった． 

 その結果を，支援前後を比較するために，

Pre-2 と Post-1，2，3 でスキルの評価が５段

階の１段階と２段階以上上昇した項目数で

みた．その結果，全ての介護士にスキルの向

上がみられた（表１）．さらに，支援前の２

回（Pre-1，Pre-2）でも，全ての介護士にス

キルの向上がみられた（表１）．   

 これらの結果より，本支援プログラムによ

り，介護士のコミュニケーションスキルアッ

プ効果が示唆された．しかし一方で，特別な

支援を行わなくてもスキルの向上がみられ

たり，一度向上したスキルも実施期間があく

と下がってしまうケースがみられた．これら

の結果より，介護士は知識としては，一般的

に高齢者とのコミュニケーションに必要と

されるスキルを認識しており，それを意識し

て会話ができる機会を重ねることの重要性

が示唆された．また，新たな習得課題となる

スキルについては，それを意識して会話をし

ようとすると慣れない時はぎこちなさがみ

られ，また一度習得したかにみえたスキル

も，時間があくと不十分になってしまうこと

も示された． 

 また，今回の第三者評価では．評価者間や

職種間での評価にばらつきがみられた（表

２）．このことより，会話の評価をする基準

の個人差や職種間の差については，今後さら

に研究を進める必要があると考える． 

 
 
 
 
 

表１ スキルの第三者評価 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



表２ 職種による評価の差 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）個別会話の効果 

 介護士が利用者と個別にコミュニケーシ

ョンをもつことの意義をさぐることを目的

に，会話場面終了直後に，介護士に利用者に

関して新たに得た情報と感想を記載しても

らった． 

 その結果，全ての介護士が利用者の子ども

の頃の生活や家族について，また心配してい

ることや施設に対する要望など新たな情報

を得たことが示された（表３）．  

 さらに，感想からは，支援前でも自分のこ

とば遣いや話の進め方など①基本的なコミ

ュニケーションスキルに関する気づき，②個

別に会話をする意義の気づき，支援後には，

記憶や聴力に配慮するなど③利用者の認

知・コミュニケーション能力に配慮する必要

性に対する気づき，施設の生活や人生に対す

る思いなど③利用者の気もちに対する気づ

きを得ていることが示された（表４）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３ 介護士が会話より得た新たな情報 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
表４ 介護士の会話直後の感想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



以上のように，本研究により介護士のコミ

ュニケーションスキルアップを支援するこ

との重要性および，個別に会話することの意

義が示された． 

 今後はさらに実践を重ね，適切なコミュニ

ケーションスキルを定着させる支援方法，支

援の効果を評価する方法を検討し，介護現場

に個別のコミュニケーションをもつことの

重要性とその意義を提唱していきたい． 
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